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第 1 編 総  則 

 

第 1 章 総  説 

 

1.1 趣 旨 

この技術基準は、大阪府砂防指定地管理条例第４条の規定に基づき知事

の許可を必要とする行為について、砂防指定地の適正な管理を図るために

必要とされる一般的技術基準を定めるものとする。  

 

1.2 他の法令、基準との関係 

砂防指定地内行為が砂防法令のみならず次の他法令と競合する場合の技

術基準の運用にあたっては、これらの法令の趣旨や基準等と十分調整を図

るものとする。  

 

1 都市計画法に基づく開発行為で、同法令及び「大阪府都市計画法開発許

可制度の運用」で規定しているもの。  

2 宅地造成等規制法に基づく宅地造成で、同法令で規定しているもの。  

3 砂利採取法に基づく砂利採取で、同法令及び砂利採取計画認可基準で規

定しているもの。  

4 採石法に基づく採石行為で、同法令及び採石技術指導基準で規定してい

るもの。  

5 その他自然公園法、森林法等により土地の形質の変更について、特に規

定のあるもの。  

6 「砂防指定地及び地すべり防止区域内における宅地造成等大規模開発審

査基準（案）」（建設省河川局）と異なる内容については、本基準書を適用

するものとする。  
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第 2 章 砂防指定地内行為の基本原則 

 

2.1 概 説 

砂防指定地とは、治水上砂防のため、砂防設備を要し、又は一定の行為

を禁止し、若しくは制限すべき土地として国土交通大臣が指定した一定の

土地の区域であって、一定の行為が禁止制限され、あるいは特定の義務が

課される、いわゆる公用制限、公用負担のかかる土地である。また、同法

第４条第１項に「第二条ニ依リ国土交通大臣ノ指定シタル土地ニ於テハ都

道府県知事ハ治水上砂防ノ為一定ノ行為ヲ禁止若ハ制限スルコトヲ得」と

規定されている。ここで特に問題となるのは「治水上砂防の為」と「一定

の行為を禁止若しくは制限」と言うことであり、その解釈・運用にあたっ

ては次の点に留意する必要がある。  

 

1 「治水上砂防の為」  

砂防指定地内における一定の行為の禁止又は制限は、私人の土地所有権

等の財産権について、その自由な使用、収益を制限するものであるから、

「治水上砂防の為」という公益上の必要な限度に止めるべきで、許可申請

のあった場合、この公益上の見地から判断して、治水上砂防のため支障の

ないときは、許可すべきであると考えられる。  

しかし、一定の行為によるこれらの公益の減少は、自然環境の破壊、森

林緑地の荒廃等と密接な関係があるので、自然保護関係等の行政方針と調

整を図り、慎重なる措置がのぞまれるところである。  

 

2 「一定の行為の禁止若しくは制限」  

砂防指定地における「一定の行為の禁止若しくは制限」は絶対的なもの

ではなく、一応これを禁止し、砂防行政上弊害のないものについてはこれ

を認めるとしたもので、許可はこの禁止の解除であると考えられる。許可

にあたっては条件を附しうるし、必ずしも申請者との意思の一致は必要で

はないが、条件を附しうる範囲は許可行為によって、砂防上の弊害を生ず  
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表 1.3－1   ※大阪府の計画雨量………………………府土木部河川課 

                         （平成 8年 3月） 

地区名 時間雨量（mm/hr） 地区名 時間雨量（mm/hr） 

豊 能 85.5 南河内 75.8 

三 島 84.0 泉 北 71.5 

河 内 76.0 泉 南 79.3 

 

 

図 1.3－1 大阪府下地域割図 


























